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、 知床の森か'らL－－」

i百三 臼町側の野生動植物の生息。生育状況 や
虫

｣主坐

ｕ'蛍ユー原

などについて学習しました ぷ

'『二;#
、弓 ■ 

鴬二鍔２月１２日に，羅臼'１１１役場の田淵さんをルＭｌｌｉに1「{き，センタ

一の職場内学習会をIⅡ11il1しました。

田瀧さんは雑Ｆ１ビジターセンターに仙術されており。iiiil光瀞 －－－H１ 

などに対し，知床半島に側するあらゆる'１Ｗ服を提供されていま

す。 :|上海道森林管理局北見分局知床森ドドセンター

〒099-』1113北海道斜里郡斜里､｢本H1T11織地

電話Ｏ1522-3-3009FAXO1522-3-3160

ホームペーシ，http:′/www､日irGtok〔】､kIIc.Ⅱ｡.j[)ノ

今|劇は，特に繩|:]111｢IU|の知床Al畠儲にく'三思・ノ'２肯している野生

動植物の状況、鑑'１１豚鰈の入り込み状Ⅲlについて，映像を交え

ながら約２時間ご祷騨いただきました。

し 講師の田澤さん

(寧奥：歩くスキー）

可 「、

朝曰Ⅲｗ局小さ芯訪問者
矢口 今Iま

地元朝日小の６年生３名が地域の止馴｢について学ぶために２）１１６日にセンターを訪れま

した。

当|｣，センターの企ilNi鴬から，’11に行く場合の身支度品（ノコギリ・腰ナタの１１｣道具，ヘル

メット．防鋒網，熊スプレーなど）を見せた後，鵬示寵では，森(１１;環境情報システムのライブ

映像，動植物の写兵などを使ってセンターの(上:il｢内窓について,税明しました。鎧後に‘種の模
型を使って木々が子孫を蝋やす方法について税【リル．約２時間の体験学課を終えました．

お彼岸を迎えL1差しが強くなり，瀞を蝋じられるようになりました。今年の冬は例年に比べ優

かったようです。流氷接岸も遅く，I1i2年はｌｌ１に'１ﾎﾘにjl（ましたが，今年は２１］ｌｉ]に水平線に姿

を現し．７Ｆ１に斜里前浜に接岸しました。また’６１１に流氷接岸初'１を蝋i1llした網走市では，鍛

近10年間で２番側に遅い記録だそうです。

就雪は猛吹雪が１月にあったため例年より多くなって，斜１１Aからウトロヘ向かう国道沿いにエ

ゾシカが雪に埋もれた枯れ草を#11って食べていた【〕，１Ｍ木の皮を食べている姿が例年どおり見ら

れます。木の皮が食べられると樹木は'１１｢れてしまい，森林′１２態系にとって大変深刻な問題となっ
ています。

海を埋め尽くしている流氷は，蝋の方1ﾉﾘでliilIれた【)１１１'し寄せたＩ）して氷の''１を作ったI）してい

ます。海表面が顔を１Ｍしている時などは，越冬のため噸米しているオオワシ，オジロワシの姿を
Ｆ､､数見ることができます。
知床八量の一つ『オシンコシンの樋』のﾉI<は，今年は凍らずに白く流れ瀞ちています。厳寒期

には人通りの少なかったウトロの1u｢も、流氷が来てから側)'6パスが多くな(〕,街中に『極や人の姿

が燗え賑やかになりました。

世界遺産条約に基づく
世界遺産一覧表への記載
に係る推薦について

櫓＞グーの

し,！ホームパージ詑問者
～累計１０万人突砿

かき製91,k鵬憩三|』ｲﾄﾞ雛|（糀
臓灘を提Uルました。 ’ 

ＷｋｌＯ年９月に開設した当センター

のホームページヘの訪Ｉ{Ⅲ者が３月５日に

０ノブ人を突破しました｡

これからもよろしくお願いします。

園しい仲間
２)111｣付けで係)||になりました大根瑞江と＃Jします。石川県

からは笏ばるjiilliIﾐまでやって念ました。

趣味は魚釣I〕です。特技はどこででも鰹られること，（iifでも食べら
れることです。せっかく知lFl胃まで来たので，今年は山登りに挑戦しま
す。どうぞよろしくお噸いします。

￣ 

■ 

海別岳（うなくつだけ・右後方）と流氷



■ 

〆 、

第５１Ｍ森とのふれあい８回森林レクリエーション・ｉｎ知床

｢歩くスキーで濤釣沼周辺を散策｣を開催レペの滝周辺の森林を歩くスキ
ー冬の世界自然遺産 に ～地元の小学生１２名が参加～

〆

蕊５１[i'1箙とのふれあい『歩くスキーで祷釣Ｎｉ{)/ｉ
ｕＺＤ目上､』

今回は．斜里H1｢立知床博物館（中１１１元館縫）

の『知床illjと森の学校』とjbIil開催の形で行いま

した。参！)'1将は『知11ﾐ海と雛の学校』のメンパー

のに'1の１２編（男j儲７名，久卜５名）で，斜111111Ｊ

｜ﾉﾘの小学佼４年～６年生です。

今回のⅢ的地である「瀞釣沼（トウツルトウ）Ｉ

は．斜里111｢のini端で小清水Ⅲ[との境にあり．・ﾘ･口
■P■■■ 

マ湖,能取湖．網,k湖周辺と｣!§に網走[Yi1定公１１Ｍに

指定されています。

￣当ＵはIIU1からl11fれておい９時過ぎに現地に側

識すると，準備体操で体をほぐした後．早速歩く

スキーに脳き替え｛'6内へ入りました。

アカエゾマツなどの林に入るとすぐに、逆を航

断してキタキツネの足跡がありました。この足跡

は11ﾘﾋﾟのものでしたが，今の時期はキツネにとっ

て『恋の繧節』であり．２匹で歩いていることが

多いことなどを学びました。廻りに'１１１iえてあるト

ドマツ，エゾアカマツの特徴や，このﾄﾄﾞは塩醤な

どから'１１１１の作物などを守ってくｵ1る「iW1雷防llliIIl1

麿卜|:」に指定されていることも併せて学びました。

海岸線１J近の,lｌi台まで進むと．今週一・部膿岸し

たばかりの流氷を)しることができました。流氷ＣＤ

白色と流氷がないＭ１分の汗色とのコンストラスト

を1年ぶりに目の1iiiにして．一同感激していまし７

『歩くスキーで祷釣WM1/I辺を|M〔策』
l2LLD』

を２)１７[】（上）にＩ１ＭＩｉｉＬました。第６８回嫌林レクリエーション・ｉｎ知床「フレペの滝周辺の森を歩くスキーで散策」を、３

１１４日（木）に開催しました。参h１１粁は｣［兄ilfと斜ullU｢からの１６名（男女８名づつ）で。知床

鶏
の森林を歩くスキーで散策しました。

現地に向かうパスのili窓から．３月としては珍し

くびっしりと接岸する流氷を眺めながら現地へＩｉｗ]か

いました。

スキーコースは，フレペの池川辺の原生il9な森林

を敬策し‘断崖絶壁に接岸する流氷をI11ilFに見なが

ら知床の風ji(を堪能しました。

当Ｒは風もほとんど無くl1Ifれており．白く`薄化粧

をした知床遮１１｣をE1iMiに見る駆ができ，その雄大さ

に参加者の方々は感激していました。

コース途''１では，流氷は恵みをもたらすこと．

鐸、

さっそうと滑っていましたコース趣'１１では，流水は恐みをもたらすこと，食害の説明を聞いています

jill床の森林の特徴シカの樹皮食害が深刻な|}Ⅲ題になっていることなど．参１１１１青の〃々はインス
トラクターの解説に卿を傾けていました。

｜*内ではエゾシカの足跡が縦Ｗｉ仁見らjll，

エゾシカが||の前を悠々と歩き樹皮を食べる

姿を見る４Fができました。樹皮を食べられた

,kが多く見られるので．「この木は元気に育
つのですか？」などと参加背の〃々から心配

の声がでていました。

当日はスキーがよく滑る絶好の礪質で，下

りではifiI〕を楽しむ欣蔵があがっていました。

知床の深い森林と．【『の中に身を樅き，，'Ⅲか

な自然のたたずまいが感じられる，充実した

一日を過ごしていただいたと思います。

樹木の説明を聞いています

災にｿ,jに進むと，茶色の蝋をつけた

ままのカシワ'１１;になりました。カシワ

の蕊が枝に長くついているJTiM1を識え

てもらうと，１ＭＭ(|:あるんだなあ－」

との声があがりました。

途中，ＪＲのｒノロッコトケ』が通っ

たので懸命に平を振ると，オホーツク

の流氷をjしていた〕１，客の皆さんが，振

り返ってＦを振り返してく:１１ました。

歩くスキーについては，ほとんどが

学佼の授堆などで経験済みで‘スムー

ズにスキーを操っていました。

簸後に．スキー板をはずしパスにＷｌ

み込んでいると．ｌ対のオジロワシが

現れ．上囎から融たちを兇送ってくれ

ているようでした。

一同感激していました。

フレペの滝で記念写真を撮りましたへ Ｐ＝ロ

１７１人の皆様ありがとうございました -噸蝿鋼聾vQ．＞Ｉツー空 ﾁ託ユム幸二弓

今年度のイベント（９回IilliIlii）については，１回の中止もなく，また１人の落伍鷲やけが
人もなく，このフレペのレクinをもって無１J終了しました。

森ふれとレクinの参加者数は煙くｌ７１ｆｉで，健散のイベントに参川]していただいた方も
いるので，実参加背数は１３３名でした。 、

■■ 
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◎参加者ランキング（数値：％）
①性別②住所

ヂ １ 

③年代

女性’７１１１北見市’４３ ５，代’３１
B 

､蕗

男性’２９１|斜里1111．’３６ ６０代’２６

網走IＩＪ

９
 ４０代’１２ 流氷をバックに記念写真を撮りました

北見市 ４３ 

斜里111「 ３６１ 

網走I'|丁 ９ 

代ハリー、 ３１ 

６０代 ２６ 

４０代 1２ 


